
十
九
年
四
月
～
二
十
年
八
月
　
ウ
エ
ワ
ク
（
金
山
パ
パ
ラ

ム
、
ク
ソ
ン
ヤ
ム
）

ダ
ム
ヒ
ー
ル
遭
難

サ
ラ
ワ
ケ
ッ
ト
転
進
（
長
距
離
、
食
糧
不
足
、
約
四
十

日
の
機
動
）「
八
一
号
作
戦
」（
ガ
リ
転
進
、
長
距
離
、

食
糧
不
足
、
約
五
十
日
の
機
動
）

十
九
年
九
月
　
食
糧
断
絶
期
　
以
後
栄
養
失
調
マ
ラ
リ
ア

右
の
ほ
か
、
空
襲
及
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
損
害
は
地
域
及

時
間
の
如
何
を
問
わ
ず
全
期
に
わ
た
り
不
断
に
多
発
せ

り
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
同
師
団
歩
兵
団
司
令
部
の
隷
下
部
隊
た

る

歩
丘
第
六
十
六
連
隊
（
宇
都
宮
編
成
）

歩
丘
第
一
〇
二
連
隊
（
水
戸
編
成
）

歩
丘
第
一
一
五
連
隊
（
高
崎
編
成
）

は
十
七
年
三
月
～
十
八
年
二
月
、
八
一
号
作
戦
に
よ
り
ラ

エ
前
進
の
途
中
ダ
ム
ピ
ー
ル
海
峡
に
お
い
て
遭
難
（
海

没
）
大
部
戦
死
す
。
ダ
ム
ピ
ー
ル
の
悲
劇
と
称
さ
れ
て

い
る
。

野
砲
兵
第
十
四
連
隊
も
、
ダ
ム
ピ
ー
ル
海
峡
に
お
い
て
大

部
戦
死
す
。

工
兵
第
五
十
一
連
隊
も
ダ
ム
ピ
ー
ル
海
峡
に
お
い
て
遭

難
。

第
五
十
一
師
団
通
信
隊
、
輜
重
兵
第
五
十
一
連
隊
、

師
団
兵
器
勤
務
隊
、
第
一
野
戦
病
院
、
第
二
野
戦
病
院
、

第
三
野
戦
病
院
、
第
四
野
戦
病
院
、
他
も
、
同
師
団
司

令
部
、
歩
兵
団
司
令
部
同
様
の
苦
難
の
行
動
と
多
数
の

戦
没
者
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

右
は
、
地
上
部
隊
の
一
例
と
し
て
、
基
兵
団
の
部
隊
概
要
を

も
っ
て
参
考
と
さ
れ
た
い
。

海
軍
キ
ス
カ
島
防
空
隊

志
願
兵
か
ら
帰
還
ま
で
　 

石
川
県
　
伊
藤
和
夫
　 

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
二
十
六
日
、
石
川
県
現
松

任
市
宮
永
町
の
農
家
に
生
ま
れ
、
高
等
小
学
校
を
出
ま
し
た
。



当
時
、
役
場
に
は
「
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
」「
陸
軍
士
官
学
校
・

幼
年
学
校
」「
少
年
航
空
兵
志
願
」
な
ど
の
貼
紙
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
家
で
は
農
家
の
跡
取
り
だ
か
ら
、
農
学
校
へ
進
学
さ

せ
た
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
私
は
松
任
農
学
校
の
試
験
と
海
軍

の
志
願
を
し
、
両
方
共
に
合
格
し
ま
し
た
。

父
は
長
男
（
兄
）
が
三
歳
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
、
農
学

校
へ
や
り
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）

年
、
戦
争
が
始
ま
り
、
所
謂
、
国
家
の
非
常
時
で
も
あ
り
、
ま

た
、
報
道
で
は
「
日
本
軍
連
勝
」
で
湧
き
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。私
が
、
海
軍
を
志
願
を
し
た
の
で
、
父
は
内
心
固
ま
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
海
軍
志
願
の
試
験
は
、
役
場
ま
で
海

軍
の
人
事
部
の
人
が
来
て
、
身
体
検
査
と
学
科
試
験
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
兵
に
志
願
し
た
友
人

も
三
、
四
人
お
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
節
で
あ
り
、
ど
う
せ
、
兵
隊
に
行
か

ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
早
く
志
願
を
し
て
軍
人
に
な
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
も
あ
り
、
農
学
校
よ
り
海
軍
を
志
願
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
父
も
、
私
の
気
持
ち
や
、
当
時
の
世
相
と
い
う
か
、
適

齢
期
に
な
れ
ば
兵
隊
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
と
、
あ
る

諦
め
の
気
持
ち
も
あ
り
、
私
の
希
望
を
許
し
た
の
で
し
ょ
う

（
志
願
に
は
親
の
承
諾
が
必
要
で
し
た
）

。

実
の
と
こ
ろ
、
長
男
が
早
逝
し
た
と
い
う
の
を
知
ら
ず
、
検

査
の
時
も
「
長
男
で
す
」
と
言
っ
た
ら
、
試
験
官
は
「
お
前
は

次
男
坊
だ
、
お
前
は
一
銭
五
厘
の
葉
書
（
当
時
の
葉
書
の
値
段

は
一
銭
五
厘
＝
一
銭
は
一
円
の
百
分
の
一
、
五
厘
は
一
銭
の
二

分
の
一
）
一
枚
で
来
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
昭
和
十
七
年
の
志
願
兵
は
長
男
は
無
く
、
全
部
次
男

坊
以
下
で
あ
り
ま
し
た
。
先
に
申
し
た
よ
う
に
、
長
男
が
三
歳

の
時
、
肺
炎
で
死
ん
だ
と
言
う
こ
と
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
驚
い
た
次
第
で
す
。

当
時
の
自
分
の
気
持
ち
で
は
、
兵
隊
に
行
く
の
は
「
滅
私

（
死
）
奉
公
」
が
目
的
だ
と
心
に
決
め
て
お
り
ま
し
た
。
戦
争

中
の
こ
と
で
す
か
ら
、
周
囲
の
人
々
は
皆
そ
ん
な
気
持
ち
で
、

死
は
恐
ろ
し
く
な
か
っ
た
。
死
ぬ
の
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
学
校
在
学
当
時
か
ら
、
水
泳
や
運
動
で
体
を
鍛



え
て
い
ま
し
た
。
連
合
運
動
会
で
は
選
手
で
あ
っ
た
し
、
水
泳

の
選
手
で
も
あ
り
ま
し
た
（
当
時
松
任
に
は
、
地
方
で
は
珍
し

い
五
〇
メ
ー
ト
ル
公
認
の
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
す
）

。
そ
の

よ
う
に
、
精
神
的
に
は
覚
悟
を
し
、
体
も
鍛
え
て
い
ま
し
た
。

我
々
の
海
軍
の
管
区
は
舞
鶴
で
、
区
内
は
山
形
・
新
潟
・
富

山
・
石
川
・
福
井
・
滋
賀
・
京
都
で
し
た
か
ら
、
海
兵
団
は
舞

鶴
で
あ
り
ま
す
。
入
団
は
、
昭
和
十
七
年
五
月
一
日
、
松
任
出

発
は
四
月
三
十
日
で
、
数
人
の
者
が
入
団
す
る
の
で
、
海
軍
の

人
事
部
の
方
か
ら
引
率
者
（
下
士
官
）
が
来
ま
し
た
。
そ
の
時

か
ら
、
も
う
気
合
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
し
、
入
団
の
晩
か
ら
臀

を
叩
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
棒
に
は
「
軍
人
精
神
注
入
棒
」
と
書

か
れ
、
樫
の
棒
で
バ
ッ
タ
と
言
う
の
で
し
た
。

入
団
し
て
か
ら
、
一
五
セ
ン
チ
平
射
砲
を
射
つ
練
習
（
空
砲

砲
は
八
門
）
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
新
兵
が
放
屁
を
し
た
ら
、

一
個
班
十
六
人
が
、
湾
に
入
っ
て
泳
い
で
「
丸
を
拾
っ
て
来

い
」
と
言
わ
れ
、
約
二
時
間
泳
が
さ
れ
ま
し
た
。
班
長
は
カ
ッ

タ
ー
（
ボ
ー
ト
）
に
乗
っ
て
い
る
。
放
屁
の
ガ
ス
が
水
の
中
に

有
る
わ
け
が
無
い
の
だ
か
ら
拾
え
る
は
ず
が
な
い
。「
何
で
こ

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
」
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
、
海

軍
の
教
育
だ
と
思
い
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
、
新
兵
教
育
は
終
わ
り
、
舞
鶴
の
実
施
部
隊
に

入
り
ま
し
た
。
湾
口
の
手
前
の
砲
台
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
軍
人
と
し
て
の
、
三
等
水
兵
と
し
て
の
任
務
が
始
ま

る
の
で
し
た
。
海
兵
団
で
は
四
等
水
兵
で
、
腕
に
マ
ー
ク
無
し

で
し
た
が
、
こ
こ
で
、
初
め
て
錨
の
マ
ー
ク
が
付
き
ま
し
た
。

帽
子
に
「
大
日
本
海
軍
…
…
」
と
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
、
水
兵
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

教
育
が
厳
し
く
て
、
脱
走
し
た
り
、
自
殺
し
た
連
中
も
あ
り

ま
し
た
が
、
教
育
班
は
十
六
人
、
一
個
班
に
一
人
、
二
等
兵
曹

か
三
等
兵
曹
が
い
る
が
、
こ
の
人
た
ち
は
、
学
校
か
ら
帰
っ
て

来
た
ば
か
り
の
張
り
切
っ
た
若
い
連
中
で
す
。

昭
和
十
八
年
五
月
一
日
、
千
葉
県
舘
山
の
砲
術
学
校
で
三
カ

月
間
、
厳
し
い
教
育
を
受
け
ま
し
た
（
舘
山
砲
術
学
校
は
厳
し

い
の
で
有
名
）

。
私
は
、
陸
上
対
空
班
で
習
っ
た
の
は
一
二
セ

ン
チ
高
角
砲
と
二
五
ミ
リ
機
銃
、
一
三
ミ
リ
機
銃
と
、
陸
軍
の

軽
機
関
銃
で
し
た
。

卒
業
を
す
る
と
左
腕
に
マ
ー
ク
を
付
け
る
。
砲
身
に
桜
の



マ
ー
ク
を
付
け
た
の
を
左
腕
に
着
け
る
の
で
、
こ
れ
で
学
校
を

出
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
卒
業
と
同
時
に
千
島
の

第
五
十
一
根
拠
地
隊
司
令
部
付
と
な
り
、
シ
ュ
ム
シ
ュ
島
勤
務

で
し
た
。
司
令
官
は
新
葉
中
将
で
す
。
北
千
島
は
寒
い
の
で

す
。大
湊
か
ら
「
新
帝
丸
」
と
い
う
五
〇
〇
〇
ト
ン
の
船
で
千
島

列
島
の
最
北
シ
ュ
ム
シ
ュ
島
で
、
ソ
連
領
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
と
接

す
る
の
で
す
か
ら
、
島
か
ら
ロ
シ
ア
の
兵
隊
が
見
え
る
の
で

す
。米
軍
か
ら
何
回
も
の
空
襲
が
あ
り
、
Ｐ51
の
カ
ー
チ
ス
ホ
ー

ク
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
な
ど
か
ら
の
銃
撃
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

シ
ュ
ム
シ
ュ
に
は
一
二
セ
ン
チ
、
七
セ
ン
チ
高
角
砲
が
あ
り
、

砲
身
が
二
本
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
敵
機
を
射
ち
ま
し

た
。
陣
地
に
は
掩
蓋
が
あ
り
横
に
は
深
い
通
路
が
掘
っ
て
あ
り

ま
す
。
空
襲
警
報
が
鳴
る
と
「
配
置
に
付
け
！
」
で
垂
壕
を
通
っ
て

砲
の
位
置
に
付
く
。
一
門
に
八
人
、
班
長
は
棒
を
持
っ
て
鉄
帽

の
上
か
ら
叩
く
。
空
襲
で
は
、
飛
行
機
雲
が
で
き
る
程
高
い
所

か
ら
爆
弾
を
落
す
。
ヒ
ュ
ー
ッ
と
い
う
音
が
し
て
落
ち
て
く

る
。
戦
死
し
た
者
、
負
傷
し
た
者
も
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
呂
号
潜
水
艦
に
乗
っ
て
二
週
間
、
ア
ッ
ツ
島
か
ら

キ
ス
カ
島
へ
米
運
び
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
列
島
の
中
の
日
本
軍
が
占
領
し
た
島
で
す
。
ア
ッ
ツ
島
に
は

山
崎
保
代
大
佐
以
下
の
陸
軍
部
隊
が
上
陸
（
後
、
昭
和
十
八
年

五
月
二
十
九
日
玉
砕
）
し
て
い
ま
し
た
。
キ
ス
カ
島
に
は
海
軍

部
隊
が
占
領
し
て
い
た
の
で
す
が
、
何
し
ろ
、
米
軍
の
空
襲
も

盛
ん
で
、
食
料
も
自
給
で
き
な
い
の
で
す
。

呂
号
潜
水
艦
は
中
型
の
潜
水
艦
で
す
し
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン

諸
島
に
対
し
て
は
米
軍
が
再
上
陸
し
た
り
し
、
ア
ッ
ツ
、
キ
ス

カ
へ
の
爆
撃
は
猛
し
か
っ
た
の
で
す
か
ら
命
が
け
の
輸
送
で
し

た
。
隠
密
行
動
で
す
か
ら
艦
内
生
活
も
厳
し
く
、
大
変
危
険
な

不
安
な
日
々
で
す
か
ら
、
こ
の
勤
務
の
二
週
間
は
長
く
感
じ
ま

し
た
し
、
ひ
ど
か
っ
た
か
ら
早
く
終
わ
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
海
軍
占
領
の
キ
ス
カ
島
の
第
三
十
二
防
空
隊
に
編
入

さ
れ
、
一
五
〇
セ
ン
チ
の
探
照
燈
の
操
作
の
訓
練
で
す
。
航
空

機
に
何
燈
か
で
照
ら
す
と
、
操
縦
士
の
目
が
眩
ん
で
墜
落
す
る



の
で
す
。
昼
間
は
探
照
燈
の
レ
ン
ズ
磨
き
で
し
た
。

次
に
は
、
米
軍
の
上
陸
に
備
え
、
戦
車
を
攻
撃
す
る
の
で
す

か
ら
、
爆
雷
と
か
、
棒
地
雷
を
背
中
に
載
せ
て
、
戦
車
の
下
に

跳
び
込
む
訓
練
で
す
。
戦
車
に
対
す
る
特
攻
自
爆
で
す
。
一
個

小
隊
、
三
十
数
人
、
我
々
は
二
等
水
兵
で
す
か
ら
、
ど
こ
へ

行
っ
て
も
一
番
下
の
新
兵
、
下
が
い
な
い
の
で
す
。
下
が
入
ら

な
け
れ
ば
万
年
新
兵
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
海
軍
の
給
与
は
最

高
で
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
日
、
毎
晩
の
バ
ッ
タ
に
変
わ
り
な
く

苦
労
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。

キ
ス
カ
で
の
勤
務
は
一
年
程
度
で
、
そ
の
間
良
か
っ
た
の
は

給
与
だ
け
で
、
毎
日
が
初
年
兵
と
し
て
ク
ル
ク
ル
回
り
で
、

座
っ
て
い
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
の

間
に
戦
友
間
の
つ
な
が
り
は
強
く
な
り
ま
し
た
。

戦
闘
訓
練
は
生
や
さ
し
い
も
の
で
な
く
、
い
つ
米
軍
が
上
陸

す
る
か
分
か
ら
な
い
、
空
襲
は
度
々
あ
る
の
で
す
。
従
っ
て
、

空
襲
に
対
す
る
射
撃
と
、
敵
上
陸
に
対
す
る
戦
車
攻
撃
の
訓

練
、
先
に
申
し
ま
し
た
戦
車
に
対
し
て
は
肉
弾
を
も
っ
て
防
ぐ

の
で
す
か
ら
、
皆
と
話
を
し
た
の
で
す
が
「
爆
弾
三
勇
士
」
だ

と
言
っ
て
覚
悟
を
決
め
て
お
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
キ
ス
カ
に
い
た
時
は
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
精
神
的
に
教
育
さ
れ
た
の
は
「
死
ぬ
の
は
当
た
り
前
」
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
わ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
友
た

ち
も
死
を
覚
悟
し
て
い
た
か
ら
、
愚
痴
を
言
う
人
は
一
人
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
後
か
ら
来
た
三
十
歳
位
の
補
充

兵
の
人
は
可
哀
想
で
し
た
。
妻
も
子
供
も
い
る
の
だ
か
ら
可
哀

想
で
し
た
。
我
々
は
若
い
し
、
志
願
を
し
て
入
っ
た
の
で
す
か

ら
死
ぬ
の
は
当
然
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

志
願
兵
に
は
五
月
と
九
月
と
あ
り
、
一
年
の
う
ち
前
期
と
後

期
と
あ
り
、
そ
の
間
は
四
カ
月
違
い
で
す
が
、
新
旧
の
差
は
あ

り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
恩
給
上
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で

す
。キ
ス
カ
島
も
、
ア
ッ
ツ
島
は
離
れ
て
い
る
か
ら
、
潜
水
艦
で

三
、
四
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
米
は
陸
軍
の
ア
ッ
ツ
島
か
ら
、

海
軍
の
キ
ス
カ
島
へ
送
っ
た
。
従
っ
て
、
ア
ッ
ツ
島
の
玉
砕

は
、
我
々
が
キ
ス
カ
に
米
を
運
ん
で
一
週
間
後
に
、「
ア
ッ
ツ

玉
砕
」
の
電
報
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
に
は
、「
我
々
も
日
本
へ
は
帰
れ
な
い
。
こ
れ
で
終

わ
り
だ
、
覚
悟
を
決
め
て
一
層
頑
張
ろ
う
」
と
、
勤
務
を
し
て



い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、
空
襲
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

我
々
は
、
全
員
退
避
前
に
駆
逐
艦
に
よ
っ
て
大
湊
防
衛
隊
に
転

属
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
最
後
の
撤
退
の
時
は
青
森
県
に

い
た
の
で
す
。
あ
の
時
の
こ
と
を
思
う
と
、
海
軍
の
団
結
は
強

か
っ
た
で
す
。

大
湊
で
は
進
級
し
て
上
等
水
兵
に
な
っ
た
の
で
、
初
年
兵
当

時
よ
り
幾
分
楽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
バ
ッ
ト
で
叩

か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
の
痛
い
バ
ッ
ト
は
教
育
の
手
段
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
バ
ッ
ト
を

振
る
立
場
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

石
川
県
の
人
間
の
一
般
は
、
バ
ッ
ト
を
振
る
者
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
私
は
、
下
の
者
に
対
し
バ
ッ
ト
を
振
ら
ず
、
言
っ

て
聞
か
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
、「
石
川
県
の
人
で
も
、
優
し

い
人
も
い
る
」
と
、
下
の
者
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
と
な
っ
た
時
は
、
大
湊
で
し
た

が
、
私
が
若
い
志
願
兵
だ
っ
た
た
め
か
、「
保
安
隊
に
残
れ
」

と
言
わ
れ
、
一
年
間
残
り
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
に
故
郷
に
帰

り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
家
の
方
で
は
、
戦
死
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
家
で
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
一
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

は
家
へ
二
年
半
も
の
間
、
音
信
不
通
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
特
に

「
戦
死
の
公
報
」
は
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ラ
ジ
オ
で
は
死

ん
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
家
で
は
「
本
当
に
死
ん

だ
か
」
と
不
安
な
日
々
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

志
願
し
て
入
隊
し
、
戦
闘
に
も
参
加
、
帰
国
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
間
良
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
軍
隊
と
は
、
戦
争
と

は
、
こ
う
い
う
も
の
だ
と
知
り
、
そ
し
て
、
普
通
の
人
の
行
か

れ
ぬ
所
ま
で
行
っ
て
来
た
か
ら
で
す
。

私
の
乗
り
組
ん
だ
こ
と
の
あ
る
輸
送
船
「
日
新
丸
」
は
、
そ

の
後
、
カ
ニ
エ
船
と
し
て
運
搬
し
て
い
る
の
を
見
て
感
慨
無
量

で
あ
り
ま
し
た
。

帰
っ
て
か
ら
の
生
活
は
、
家
業
の
農
業
を
し
ま
し
た
。
三
男

の
弟
は
、
明
大
に
行
き
卒
業
し
て
大
和
に
勤
め
ま
し
た
。
私
は

家
業
の
農
業
を
継
ぎ
、
今
は
、
子
供
に
継
が
せ
て
、
の
ん
び
り

や
り
な
が
ら
、
消
防
団
を
十
年
間
も
や
り
、
今
は
恩
給
欠
格
者

の
戦
後
処
理
の
仕
事
を
最
後
ま
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。



【
解

説
】

キ
ス
カ
島
は
、
ア
ッ
ツ
島
と
並
び
知
ら
れ
る
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
列
島
、
北
方
の
海
軍
、
第
五
十
一
根
拠
地
隊
司
令
部
の
隷

下
、
第
三
十
二
防
空
隊
―
第
五
十
一
防
備
隊
が
守
っ
た
孤
島
で

あ
る
。
昭
和
十
七
年
五
月
五
日

大
本
営
、
連
合
艦
隊
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
と
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
西
部
要
地
攻
略
を
発
令
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
・
ア
ッ
ツ
・
キ

ス
カ
島
攻
略
日
を
六
月
七
日
と
決
定
。
同
十
二
日
、
連
合
艦

隊
、
Ｍ
Ｉ
作
戦
（
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
攻
略
）
と
Ａ
Ｌ
作
戦
（
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
作
戦
）
命
令
。

同
年
六
月
十
三
日
、
大
本
営
海
軍
部
、
ア
ッ
ツ
島
・
キ
ス
カ

島
の
長
期
確
保
地
を
決
定
。

同
月
二
十
三
日
、
大
本
営
、
連
合
艦
隊
に
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン

群
島
作
戦
に
関
す
る
陸
海
軍
中
央
協
定
改
正
指
示
。

七
月
一
日
　
北
方
部
隊
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
防
備
隊
編
成
発

令
。
同
年
九
月
十
八
日
米
軍
機
、
キ
ス
カ
島
空
襲
。

十
月
十
日
　
キ
ス
カ
島
七
回
に
わ
た
り
空
襲
を
受
け
、
水
上

艦
艇
の
在
泊
困
難
と
な
り
、
防
備
強
化
急
務
と
な
る
。

同
月
十
七
日
　
キ
ス
カ
島
に
対
す
る
米
軍
の
空
襲
激
化
し
、

軍
需
品
の
損
耗
激
増
、
我
が
弾
薬
輸
送
の
駆
逐
艦
減
耗
。

同
月
二
十
日
　
大
本
営
、
北
方
軍
の
ア
ッ
ツ
島
の
再
占
領
発

令
。
キ
ス
カ
島
に
対
す
る
敵
空
襲
激
化
の
た
め
地
上
部
隊

は
地
下
施
設
工
事
に
移
行
。

十
一
月
十
日
　
北
海
守
備
隊
司
令
官
キ
ス
カ
島
に
上
陸
。

十
二
月
二
十
六
日
　
海
軍
水
上
戦
闘
機
六
機
キ
ス
カ
島
に
進

出
。
ア
ッ
ツ
・
キ
ス
カ
島
へ
の
船
団
輸
送
護
衛
開
始
。

同
月
下
旬
　
米
軍
、
キ
ス
カ
・
ア
ッ
ツ
島
の
奪
回
に
充
当
部

隊
を
選
抜
。

昭
和
十
八
年
一
月
六
日
　
ア
ッ
ツ
・
キ
ス
カ
に
向
か
っ
た
輸

送
船
各
一
隻
を
撃
沈
さ
れ
る
。

四
月
十
八
日
　
北
海
守
備
第
二
区
長
、
山
崎
保
代
大
佐
ア
ッ

ツ
到
着
（
山
本
連
合
艦
隊
司
令
長
官
戦
死
）

。

五
月
十
二
日
　
米
軍
ア
ッ
ツ
島
に
上
陸
。

同
月
二
十
七
日
　
潜
水
艦
に
よ
る
キ
ス
カ
島
撤
収
作
業
開
始

（
～
六
月
二
十
二
日
、
第
一
期
）

同
月
二
十
九
日
　
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
（
山
崎
保
代
大
佐
以
下

約
二
、
五
〇
〇
人
）
玉
砕
。



六
月
二
十
三
日
　
北
方
部
隊
指
揮
官
、
潜
水
艦
に
よ
る
キ
ス

カ
守
備
隊
撤
収
中
止
下
令
。（
五
月
二
十
七
日
か
ら
の
収

容
人
員
、
陸
海
軍
約
八
八
〇
人
）

同
月
二
十
四
日
　
北
方
部
隊
指
揮
官
、
水
上
艇
に
よ
る
キ
ス

カ
守
備
隊
の
一
挙
撤
退
を
下
令
。

七
月
二
十
二
日
　
キ
ス
カ
島
撤
収
作
戦
の
艦
隊
、
幌
莚
港
出

撃
（
第
二
次
）

。

同
月
二
十
九
日
　
キ
ス
カ
島
撤
収
作
戦
部
隊
の
第
一
水
雷
戦

隊
司
令
官
木
村
昌
福
少
将
指
揮
の
水
雷
部
隊
、
キ
ス
カ
湾

に
入
泊
し
、
在
島
海
軍
全
員
（
約
五
、
二
〇
〇
人
）
収
容

成
功
。

八
月
一
日
　
キ
ス
カ
撤
収
、
第
一
輸
送
隊
第
二
警
戒
隊
、
幌

莚
島
帰
着
（
完
全
撤
収
無
事
終
了
）

第
三
十
二
防
空
隊
　
十
八
年
二
月
十
二
日
～
八
月
五
日
（
鳴

神
島
）

、
八
月
五
日
解
隊
し
第
五
十
一
警
備
隊
。

第
五
十
一
警
備
隊
　
十
八
年
八
月
五
日
～
二
十
年
六
月
占
守

島
、
六
月
二
十
一
日
～
七
月
十
日
内
地
（
海
軍
加
算
調

書
）

。




